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請�

願�

73億7,575万円
一般会計予算は

日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
は
行
わ
な
い
こ
と
を
求

め
る
請
願��

　
島
根
県
農
民
運
動
連
合
会�

　
　
　
会
　
　
長
　
長
谷
川
　
敏
　
郎�

　
　
　
紹
介
議
員
　
伊
　
藤
　
好
　
晴�

�

　
教
育
経
済
常
任
委
員
会
　
不
採
択�

　
採
　
択�

陳�

情�

安
心
・
安
全
な
公
共
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、国
土
交
通
省
の
事
務
所
・
出
張
所
の
存

続
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
に
つ
い
て�

　
国
土
交
通
省
全
建
設
労
働
組
合�

　
中
国
地
方
本
部
執
行
委
員
長�

　
　
　
　
　
　
　
　
末
　
永
　
　
　
敦�

　
国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン�

　
中
国
支
部
執
行
委
員
長�

　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
崎
　
義
　
夫�

�

　
教
育
経
済
常
任
委
員
会
　
継
続
審
査�

�

産
地
確
立
交
付
金
の
廃
止
に
よ
り
、農
業

生
産
法
人
等
の
担
い
手
を
は
じ
め
農
業
者

が
被
る
不
利
益
に
対
す
る
激
減
緩
和
措
置

を
求
め
る
要
請�

　
頓
原
集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会�

　
　
　
　
会
　
長
　
渡
　
部
　
國
　
雄�

　
赤
来
集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会�

　
　
　
　
会
　
長
　
松
　
田
　
栄
　
次�

　
赤
来
農
作
業
受
託
協
議
会�

　
　
　
　
会
　
長
　
上
　
田
　
征
　
吾�

　
教
育
経
済
常
任
委
員
会
　
継
続
審
査�

　�核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
実
現
に
関
す

る
意
見
書
の
決
議
に
つ
い
て�

　
平
和
市
長
会
議
会
長
　�

　
　
　
広
島
市
長
　
秋
　
葉
　
忠
　
利�

　
平
和
市
長
会
議
副
会
長�

　
　
　
長
崎
市
長
　
田
　
上
　
富
　
久�

�

　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
　
採
　
択�

　
採
　
択�

�

外
国
人
地
方
参
政
権
付
与
法
案
に
慎
重
な

対
応
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て�

自
由
民
主
党
島
根
県
支
部
連
合
会�

　
　
　
幹

事

長
　
洲
　
浜
　
繁
　
達�

　
　
　
政
調
会
長
　
岡
　
本
　
昭
　
二�

　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
　
採
　
択�

　
採
　
択�

�

幼
児
教
育
の
無
償
化
と
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て�

　
自
由
民
主
党
島
根
県
支
部
連
合
会�

　
　
　
幹

事

長
　
洲
　
浜
　
繁
　
達�

　
　
　
政
調
会
長
　
岡
　
本
　
昭
　
二�

�

　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
　
採
　
択�

�

　
採
　
択�

�

引き続き

99億8,131万円99億8,131万円

３
月
定
例
会
は
、

３
月
定
例
会
は
、３
月
８
日
か
ら
３
月

３
月
８
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の

日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
き
ま
し
た
。

日
間
の
日
程
で
開
き
ま
し
た
。�
３
月
定
例
会
は
、３
月
８
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
き
ま
し
た
。�

請
願
・
陳
情
の
審
査�
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平
成
22
年
度
の
町
税
の
見
込

み
額
は
、前
年
比
２
・
８
％
減
、歳

入
全
体
の
わ
ず
か
６
・
６
％
で
す
。�

　
財
政
の
健
全
化
に
は
、歳
出
の

見
直
し
、削
減
と
歳
入
の
増
加
を

図
る
必
要
が
あ
り
、注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
広
告
事
業
で
す
。�

　
有
料
広
告
掲
載
に
関
す
る
基

準
を
策
定
し
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
誌
、封
筒
な
ど
に
有
料

広
告
を
募
集
・
掲
載
し
、少
額
で

も
財
源
確
保
に
努
め
る
べ
き
で
す
。�

　
職
員
も
自
ら
稼
ご
う
と
い
う

意
識
改
革
に
も
繋
が
る
と
考
え

る
が
。�

　
わ
が
国
は
温
室
効
果
ガ
ス
を

１
９
９
０
年
比
で
６
％
減
ら
す

計
画
で
す
。�

　
森
林
が
90
％
以
上
を
占
め
る

本
町
は
、Ｃ�
Ｏ
２
の
吸
収
源
と
い

う
資
源
を
持
っ
て
お
り
、バ
イ
オ

マ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
で
き

る
環
境
も
あ
り
、こ
の
受
け
皿
と

な
り
得
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、都
市
部
の
自
治
体
や

企
業
へ
足
を
運
び
、排
出
権
取
引

を
起
爆
剤
に
森
林
整
備
の
増
加
、

地
域
産
物
の
販
路
の
拡
大
な
ど

に
よ
る
雇
用
の
拡
大
、ク
レ
ジ
ッ

ト（
外
貨
）の
獲
得
で
自
主
財
源

の
増
加
を
図
る
考
え
は
。
そ
の

た
め
に
も
、県
の
認
証
制
度
な
ど

を
活
用
す
べ
き
だ
が
。
ま
た
、

町
総
合
振
興
計
画
の
後
期
計
画

に
盛
り
込
む
考
え
は
。�

　�

�

　
政
権
交
代
に
よ
り
、
小
規
模

農
家
を
含
め
、
意
欲
あ
る
農
家

が
多
様
な
農
業
経
営
が
展
開
で

き
る
農
政
へ
転
換
し
ま
し
た
。�

　
小
規
模
で
あ
っ
て
も
、
農
業

を
探
求
し
技
術
を
磨
き
、
そ
し

て
地
域
の
農
業
指
導
も
で
き
る

人
材
は
財
産
で
す
。�

　
集
落
営
農
の
推
進
が
図
ら
れ

て
き
た
現
実
の
中
で
、
個
人
と

集
団
を
、
今
後
ど
う
整
理
し
て

本
町
の
農
業
を
展
開
し
て
い
く

の
か
。�

　
地
球
環
境
問
題
に
対
す
る
本

町
の
認
識
「
地
球
温
暖
化
防
止

計
画
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
状
況
や
今
後
の
取
組
み
は
。

　
併
わ
せ
て
「
飯
南
町
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
策
定
後
に

お
け
る
具
体
的
実
施
状
況
と
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
効
果
は
。

�

　
町
長
は
「
新
た
な
行
革
委
員

を
委
嘱
し
、
こ
れ
ま
で
の
検
証

と
今
後
の
検
討
を
お
願
い
し
た
。

さ
ら
な
る
改
革
に
は
現
況
の
分

庁
舎
方
式
を
見
直
し
、
事
務
の

効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

具
体
的
な
検
討
を
始
め
た
い
」

と
昨
年
と
同
様
な
発
言
が
あ
り

ま
し
た
が
、分
庁
方
式
の
あ
り
方

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。�

�

�

　
昨
年
、
議
会
は
群
馬
県
の
川

場
村
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

「
農
業
＋
観
光
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
集
中
投
資
が
さ
れ
、

流
入
人
口
70
万
人
以
上
、
そ
こ

に
は
自
主
自
立
の
精
神
が
貫
か

れ
て
お
り
、感
銘
を
受
け
ま
し
た
。�

　
本
町
で
は
、
緊
急
経
済
対
策

交
付
金
が
、
い
わ
ゆ
る
総
花
的

に
使
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
が
本
町
の
将
来
へ
の
投
資
や

活
性
化
に
つ
な
が
る
手
法
な
の
か
。�

開店間近の赤来農林産物直販所�

飯南町のホームページ�



桜ケ台保育所�

　
飯
南
町
行
革
推
進
委
員
会
の

答
申
を
う
け
、保
育
所
検
討
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、「
民
間
へ
ゆ
だ

ね
ざ
る
を
え
な
い
」と
の
答
申
が

な
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
経
過
と

民
営
化
す
る
理
由
は
。�

　
少
子
化
問
題
が
重
視
さ
れ
る

な
か
、次
の
点
を
町
長
に
問
う
。�

◆

は�

◆

は�

　

◆

は�
は�

�

　
飯
南
高
校
を
取
り
巻
く
環
境

は
非
常
に
厳
し
く
、２
学
級
維
持

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
な
か
、行

政
や
住
民
の
努
力
に
よ
り
存
続

へ
の
取
組
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
地
元
高
校
と
し
て
、経
済
効
果

な
ど
現
状
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
の
か
。�

�

　
当
町
に
は
、生
命
地
域
宣
言
と

い
う
崇
高
な
理
念
と
素
晴
ら
し

い
自
然
環
境
が
あ
り
、全
国
注
目

の
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

も
あ
り
ま
す
。�

　
隠
岐
島
前
高
校
の
よ
う
な
学

力
向
上
対
策
、教
育
特
区
に
よ
る

環
境
や
福
祉
教
育
な
ど
を
め
ざ

し
た
飯
南
高
校
の
方
向
付
け
が

今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、町
外
の
生
徒
や
保
護
者

か
ら
寮
の
整
備
が
強
く
要
望
さ

れ
て
い
ま
す
。�

　
町
営
の
寄
宿
舎
を
整
備
す
る

考
え
は
。

�

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
り
予
防
が
可
能
で
す
が
、�

助
成
の
導
入
を
検
討
す
る
考
え
は
。

　
健
診
率
を
高
め
る
た
め
に
は
、

周
知
活
動
と
保
健
指
導
に
つ
き

ま
す
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
強
化

す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
策

で
臨
む
の
か
。�

　
ま
た
、
飯
南
病
院
は
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
装
置
を
設
置
し
て

あ
り
ま
す
が
、低
年
齢
か
ら
の
乳

が
ん
検
診
を
実
現
す
る
考
え
は
。�

　�

�

　
改
正
耐
震
改
修
促
進
法
で
は

平
成
27
年
ま
で
に
90
％
の
耐
震

化
を
達
成
す
る
よ
う
に
自
治
体

に
求
め
て
い
ま
す
が
、
本
町
は

手
付
か
ず
だ
と
思
い
ま
す
。�

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

を
導
入
し
た
自
治
体
も
あ
り
ま

す
が
、
本
町
で
も
取
組
む
べ
き

で
は
。�

�

　
本
町
で
は
、
人
工
透
析
の
通

院
補
助
と
し
て
バ
ス
賃
を
助
成

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
家

族
が
仕
事
を
休
ん
で
自
家
用
車

で
送
迎
し
て
い
る
の
が
現
状
で
、

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
透
析
患
者
の
通
院
状
況
の
把

握
と
要
望
の
多
い
飯
南
病
院
で

の
透
析
の
実
施
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。�

　
ま
た
、
集
団
通
院
も
可
能
と

思
う
が
、
受
入
れ
先
病
院
と
交

渉
し
て
負
担
軽
減
に
努
め
る
考

え
は
。



第2回定例会における採決の結果�

飯南町名誉町民条例の制定について�

飯南町企業誘致条例の制定について�

飯南町ふるさとの森の設置及び管理に関する条例の制定について�

飯南町ふるさとの森管理基金条例の制定について�

飯南町谷笑楽校の設置及び管理に関する条例の制定について�

飯南町ふるさと回想館の設置及び管理に関する条例の制定について�

飯南町農林産物直売所の設置及び管理に関する条例の制定について�

飯南町定住及び雇用促進条例の一部を改正する条例について�

飯南町課設置条例の一部を改正する条例について�

飯南町職員定数条例の一部を改正する条例について�

飯南町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について�

飯南町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条例について�

飯南町非常勤の職員の報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例について�

飯南町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について�

飯南町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例について�

飯南町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について�

飯南町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について�

飯南町国民健康保険条例の一部を改正する条例について�

飯南町消防団員の定員、任免、服務等に関する条例の一部を改正する条例について�

町長及び副町長の給料の支給額の特例に関する条例の一部を改正する条例について�

教育長の給料の支給額の特例に関する条例の一部を改正する条例について�

飯南町病院事業の使用料及び手数料に関する条例の一部を改正する条例について�

飯南町職員の給与の支給額の特例に関する条例の一部を改正する条例について�

飯南町の辺地に係る総合整備計画について�

平成21年度飯南町一般会計補正予算（第8号）�

平成21年度飯南町国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）�

平成21年度飯南町老人保健事業特別会計補正予算（第2号）�

平成21年度飯南町簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）�

平成21年度飯南町下水道事業特別会計補正予算（第3号）�

平成21年度飯南町病院事業会計補正予算（第5号）�

平成22年度飯南町一般会計予算�

平成22年度飯南町国民健康保険事業特別会計予算�

平成22年度飯南町老人保健事業特別会計予算�

平成22年度飯南町後期高齢者医療事業特別会計予算�

平成22年度飯南町介護保険サービス事業特別会計予算�

平成22年度飯南町簡易水道事業特別会計予算�

平成22年度飯南町下水道事業特別会計予算�

平成22年度飯南町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算�

平成22年度飯南町病院事業会計予算�

公の施設（谷笑楽校）の指定管理者の指定について�

公の施設（ふるさと回想館）の指定管理者の指定について�

公の施設（農林産物直売所）の指定管理者の指定について�
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○賛成議員　●反対議員�

※永井  章議員は3月12日以後、欠席のため空欄です。  

第2回定例会における議員提出議案採決の結果�

飯南町議会議員の議員報酬及び費用弁償支給条例の一部を�
改正する条例について�

「ヒロシマ・ナガサキ議定書」のＮＰＴ再検討会議での採�
択に向けた取り組みを求める意見書（案）の提出について�

外国人地方参政権付与法案に慎重な対応を求める意見書（案）�
の提出について�

幼児教育の無償化と保育サービスの充実を求める意見書（案）�
の提出について�

日米ＦＴＡ交渉は行わないことを求める意見書（案）の提出に�
ついて�

発議第1号�

発議第2号�
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結  果�件　　　　　　　　名�提出議案�

○賛成議員　●反対議員�

�
　
平
成
18
年
度
に
飯
南
町
総
合

振
興
計
画
を
定
め
、５
年
間
の
前

期
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

ま
す
。�

　
平
成
22
年
度
は
最
終
年
度
で

す
が
、町
長
自
ら
４
年
間
を
検
証

し
、後
期
計
画
に
反
映
さ
せ
、ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。�

�

　
分
庁
舎
方
式
は
、事
務
経
費
の

拡
大
、事
業
運
営
な
ど
に
弊
害
が

出
て
き
て
い
ま
す
。�

　
合
併
特
例
債
の
使
用
可
能
期

間
も
あ
と
５
年
で
す
。新
庁
舎
の

建
設
を
検
討
す
る
時
期
も
き
て

お
り
、地
区
拠
点
機
能
の
整
備
と

総
合
振
興
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、

町
長
自
ら
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
で

検
討
す
べ
き
で
は
。

�

　
公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
中
心

と
し
た
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

社
会
実
験
が
本
年
２
月
に
終
わ

り
ま
し
が
、事
業
実
績
の
検
証
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

頓原庁舎�



平成22年３月定例会において審査した�
主な案件について報告します�



�

�


